
武
蔵
野
台
地
の
東
端
に
は
、
二
つ
の
台
地
が

半
島
の
よ
う
に
突
き
出
し
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
崖
線
に
、
か
つ
て
は
豊
富
な
湧
き
水
が
流
れ

て
い
た
。
一
帯
に
は
、
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
、

そ
の
後
の「
縄
文
海
進
」
の
こ
ろ
の
貝
塚
が
並

ん
で
発
掘
さ
れ
た
。

居
住
に
適
し
た
土
地
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ

以
後
も
多
く
の
人
々
が
住
み
、
以
後
の
時
代
に

も
そ
の
し
る
し
を
残
し
、
遺
跡
の
多
く
は
複
合

型
で
あ
る
。

日
暮
里
駅
付
近
を
北
端
、
京
成
上
野
駅
を

南
端
、
都
立
上
野
高
校
を
西
端
、
鶯
谷
駅
南

口
を
東
端
と
す
る
、
南
北
約
２
キ
ロ
、
東
西
約

１
キ
ロ
の
菱
形
を
な
し
て
い
て
、
東
側
は
弓
状

の
急
な
崖
と
な
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
現
在
で
は

J
R
京
浜
線
、
山
の
手
線
が
走
る
。

上
野
台
地
の
最
近
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
関
東
ロ
ー
ム
層
の
中
に

旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
見
つ
か
り
、
上
野
桜
木
遺
跡
で
は
谷
の
両

側
に
広
が
っ
て
い
る
様
子
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

時
代
は
下
っ
て
縄
文
前
期
に
は
、
奥
東
京
湾
が
入
り
込
み
、
台

地
の
縁
辺
に
は
、
南
か
ら
新
坂
、
領
玄
寺
、
天
王
寺
、
延
命
院
貝
塚
、

道
潅
山
遺
跡
を
経
て
、
そ
の
北
に
は
、
西
ヶ
原
、
中
里
貝
塚
が
続
く
。

上
野
桜
木
町
遺
跡

こ
の
遺
跡
は
、
日
本
医
科
大
学
看
護
師
養
成
施
設
跡
地
で
、
こ

こ
に
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
設
す
る
に
さ
い
し
て
発
見
さ
れ
た
。

明
治
三
十
一
年
、
わ
が
国
で
は
は
じ
め
て
の
薬
剤
師
を
養
成
す
る

薬
学
専
門
学
校
と
し
て
東
京
薬
学
専
門
学
校
が
こ
の
地
に
つ
く
ら

れ
、
後
に
女
子
の
専
門
学
校
と
な
り
、
さ
ら
に
東
京
薬
科
大
学
女

子
部
と
し
て
数
十
年
に
わ
た
っ
て
使
わ
れ
て
い
た
。
移
転
の
た
め
建

物
は
日
本
医
大
に
譲
渡
さ
れ
た
。

こ
の
地
域
は
、
上
野
台
地
の
西
側
に
位
置
し
、
東
京
芸
術
大
学
、

上
野
公
園
も
近
く
、
南
に
は
広
大
な
上
野
忍
岡
遺
跡
群
が
広
が
っ

て
い
る
が
、
関
東
ロ
ー
ム
層
の
中
に
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
の
は
、
上

野
桜
木
町
で
は
は
じ
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
遺
跡
か
ら
は
、
古
代
の
貝
塚
が
発
見
さ
れ
、
下
っ
て
江
戸

時
代
の
寛
永
寺
子
院（
養
寿
院
、
松
林
院
）
が
発
掘
さ
れ
た
。
江

上
野
台
地
・
本
郷
台
地

遺
跡

上野桜木町遺跡の発掘現場



「
台
東
区
の
遺
跡
」（
平
成
17
年
3
月
、
台
東
区
教
育
委
員
会
）

東
京
都
指
定
史
跡
動
坂
遺
跡

所
在
：
文
京
区
本
駒
込
三
丁
目
一
三
六

縄
文
中
期（
約
4
5
0
0
年
前
）
の
集
落
跡
と
享
保
三
年

（
1
7
1
8
）
に
置
か
れ
た
鷹
匠
御
役
屋
敷
跡
の
複
合
遺
跡
。
こ

の
地
点
で
貝
塚
が
発
見
さ
れ
た
の
で
、
東
京
都
は
一
帯
の
試
掘
調
査

を
行
な
い
、
縄
文
中
期
の
住
居
跡
二
十
余
軒
が
見
付
か
り
、
住
居

跡
内
部
に
は
貝
塚
も
在
っ
た
。
ま
た
当
時
使
わ
れ
た
土
器
や
石
器

も
多
量
出
土
し
た
。

縄
文
時
代
に
は
、
動
坂
下
の
根
津
谷
は
東
京
湾
の
入
江
に
つ
な

が
っ
て
い
て
、
見
付
か
っ
た
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
は
こ
こ
で
取
れ
た
も
の
、

そ
の
他
の
貝
、
マ
ガ
キ
・
ハ
マ
グ

リ
・
サ
ル
ボ
ウ
や
魚
の
ク
ロ
ダ
イ
、

ス
ズ
キ
・
ア
ジ
・
イ
ワ
シ
・
コ
イ
、

獣
の
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
キ
ツ
ネ

な
ど
が
発
見
さ
れ
、
当
時
の
生
活

が
窺
わ
れ
る
。

鷹
匠
御
役
屋
敷
跡
は
明
治
維

新
で
東
京
府
に
移
管
さ
れ
、
明
治

時
代
に
駒
込
病
院
が
設
置
さ
れ
た
。

都立駒込病院前の動坂遺跡モニュメント

戸
時
代
後
半
こ
ろ
の
礎
石
跡
、
瓦
廃
棄
の
土
抗
、
墓
抗
や
子
院
以

前
の
地
下
室
や
井
戸
の
跡
が
見
つ
か
り
、
安
政
二
年（
1
8
5
5
）

の
こ
ろ
と
さ
れ
て
い
る
地
震
の
跡
も
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
埋
没

し
た
谷
の
中
に
古
代
の
溝
と
そ
こ
に
廃
棄
さ
れ
た
多
量
の
貝
殻
、

ま
た
谷
の
両
縁
で
は
、
縄
文
・
旧
石
器
時
代
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ
た
。

遺
物
で
は
、
中
国
製
品
を
含
む
江
戸
時
代
の
大
量
の
陶
磁
器
、

古
代
・
中
世
の
陶
器
や
縄
文
土
器
、
黒
曜
石
の
ナ
イ
フ
な
ど
の
旧

石
器
が
出
土
し
た
。

発
掘
は
建
築
の
た
め
の
制
限
が
あ
っ
て
、
二
ヶ
月
半
の
短
期
で
あ

っ
た
が
、
多
く
の
出
土
品
が
発
見
さ
れ
た
。

根
津
谷

上
野
台
地
と
本
郷
台
地
と
の
間
の
低
地
は
根
津
谷
と
呼
ば

れ
、
一
万
年
前
に
古
石
神
井
川
が
形
成
し
た
も
の
と
い
う
。
そ
の
後

藍
染
川
と
な
り
、
こ
の
川
の
あ
と
は
現
在
文
京
区
と
台
東
区
と
の

境
界
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
台
地
の
南
端
を
占
め
る
東
京
大
学
構
内
で
は
、
旧
石
器
時

代
の
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
縄
文
前
期
に
は
、
内
湾
が
入

り
込
ん
だ
た
め
、
お
茶
の
水
、
湯
島
貝
塚
、
東
大
構
内
遺
跡
、
弥

生
町
、
道
坂
遺
跡
が
続
く
。

参
考
資
料
：

東
京
大
学
農
学
部
と
東
大
の
本
郷
キ
ャ
ン
パ
ス
と

の
間
を
坂
上
と
し
て
、
本
郷
通
り
か
ら
入
っ
て
言
問

通
り
を
不
忍
通
り
へ
下
る
坂
を「
弥
生
坂
」
と
い
う
。

幕
末
に
は
、
こ
の
坂
下
に
幕
府
の
射
撃
場
が
あ
っ
た
の

で
鉄
砲
坂
と
も
い
う
。　

旧
町
名
の「
向
ヶ
丘
弥
生
町
」
は
、
こ
の
台
地
が
上

野
台
地
か
ら
見
て
、
向
ヶ
丘
で
あ
り
、
ま
た
か
つ
て
の

水
戸
藩
主
が
、
こ
の
地
の
三
月
、
弥
生
の
風
景
を
愛

で
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
。

現
在
の
東
京
大
学
弥
生
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
徳
川
時
代

に
は
水
戸
藩
の
屋
敷
だ
っ
た
。
明
治
二
年
国
の
所
有

と
な
り
、
旧
制
第
一
高
等
学
校
が
つ
く
ら
れ
た
が
、
昭

和
十
年
、
駒
場
に
あ
っ
た
東
大
農
学
部
の
敷
地
と
交

換
さ
れ
た
。
因
み
に
駒
場
に
移
っ
た
旧
第
一
高
等
学
校

は
、
戦
後
の
学
制
改
革
に
よ
っ
て
東
大
教
養
学
部
と

な
っ
た
。　

坂
の
右
側
の
小
路
を
入
る
と
、
弥
生
美
術
館
、
竹

下
夢
二
美
術
館
、
立
原
道
造
記
念
館
な
ど
が
あ
り
、

本郷通りと言問通りの交差点、左は東大農学部、右は東大本郷キャンパス



弥
生
式
土
器
発
掘
の
碑
が
立
っ
て
い
る
。

坂
の
下
は「
根
津
」。
縄
文
海
進
の
こ
ろ
、
二

つ
の
台
地
の
間
に
入
り
込
ん
だ
海
の
浅
瀬
で
あ
っ

た
。
賑
や
か
な
交
差
点
を
越
え
、
今
度
は
上
野

台
地
を
上
っ
て
往
く
。

商
店
街
に
続
く
谷
中
に
入
る
と
、
左
側
に
は

多
く
の
寺
が
見
え
て
く
る
。
数
百
年
を
経
た
樹

木
も
聳
え
て
い
て
、
歴
史
を
偲
ば
せ
る
地
域
だ
。

　
「
一
乗
寺
」
を
左
に
見
て
、「
谷
中
六
丁
目
」
交

差
点
を
越
え
、
上
野
桜
木
に
入
る
と
、
古
い
家

並
み
が
続
き
、
文
化
と
人
情
の
香
り
は
い
ま
も

香
し
い
。
町
名
の
い
わ
れ
は
、
櫻
の
木
が
多
か
っ

た
こ
と
に
由
来
す
る
。魅
力
溢
れ
る
お
店
が
並
ぶ
。

ま
ず「
喜
久
月
」
は
、
す
で
に
建
物
が
百
年

近
く
を
経
た
和
菓
子
店
で
、
白
味
噌
あ
ん
を

求ぎ
ゅ
う
ひ肥
で
包
ん
だ
「
あ
を
う
め
」
は
絶
品
と
さ

れ
、
店
構
え
は
小
さ
い
が
、
客
足
は
絶
え
な
い
。

何
軒
か
先
の
東
京
芸
大
に
続
く「
芸
大
通
り
」

と
の
交
差
点
に
位
置
す
る
「
カ
ヤ
バ
」
は
木
造

の
喫
茶
店
、
そ
の
手
前
、
い
ま
桜
木
マ
ン
シ
ョ
ン

が
立
っ
て
い
る
場
所
に
は
、
も
っ
と
も
古
い
薬
学

専
門
学
校「
東
京
薬
専
」（
の
ち
に
東
京
女
子
薬

専
、
東
京
薬
科
大
学
女
子
部
）
が
あ
っ
た
。
裏

手
に
は
東
京
芸
術
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
っ
て
、

カ
ヤ
バ
の
お
客
の
多
く
は
学
生
た
ち
で
、
談
笑

は
絶
え
な
い
。
芸
術
を
志
す
学
生
が
、
楽
器
を

大
切
に
抱
え
な
が
ら
こ
の
交
差
点
を
行
き
交
う
。

向
側
に
は
、
こ
こ
に
移
築
さ
れ
た「
旧
吉
田
屋

酒
店
」（
下
町
風
俗
資
料
館
付
設
）
が
あ
り
、
左

折
す
る
と
直
ぐ
、
い
ま
だ
に
主
人
自
ら
店
内
で

手
焼
き
を
し
て
い
る
、
伝
統
の「
嵯
峨
の
家
」
が

盛
業
中
。

次
第
に
谷
中
の
墓
地
に
近
付
き
、
右
側
に
は

寛
永
寺
境
内
が
開
け
て
く
る
。　

寛
永
二
年（
1
6
2
5
）
徳
川
三
代
将
軍
家

光
は
、
江
戸
城
の
艮（
う
し
と
ら
）
の
鬼
門
鎮

護
す
る
た
め
、
川
越
喜
多
院
の
天
海
僧
正
に
命

じ
て
建
て
さ
せ
た
寛
永
寺
は
、
徳
川
家
の
墓
所

と
し
て
、
六
人
の
将
軍
の
霊
廟
が
あ
る
。
一
帯
は

寛
永
寺
の
寺
領
で
、
明
治
維
新
の
後
、
同
寺
が

所
有
す
る
こ
の
地
に
は
、
多
く
の
作
家
、
芸
人
、

文
化
人
が
移
り
住
ん
だ
。
昭
和
初
期
、
川
端
康

成
が「
弥
生
」
の
一
高
生
で
あ
っ
た
こ
ろ
、
谷
中

の
静
寂
を
憧
れ
、
六
年
間
、
文
壇
に
登
場
す
る

ま
で
こ
こ
で
暮
ら
し
た
。
康
成
は
来
客
を
も
て

な
す
た
め
に「
喜
久
月
」
の
菓
子
を
買
い
に
、
奥

様
を
走
ら
せ
た
こ
と
が
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。

寛
永
寺
か
ら
崖
を
下
り
、
下
の
低
地
に
行
く

道
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
、「
寛
永
寺
坂
」
に

道
路
が
新
設
さ
れ
、
大
正
十
年
こ
ろ
に
は
、
鉄

道
線
路
を
踏
切
で
越
え
て
い
た
。
跨
線
橋
が
架

設
さ
れ
、
山
の
手
と
下
町
を
貫
く
重
要
な
道
路

に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

鴬
谷
駅
付
近
で
湾
曲
し
て
入
谷
を
抜
け
、
浅

草
寺
の
裏
を
通
っ
て
、
言
問
通
り
は
隅
田
川
を

越
え
る
。
言
問
橋
の
名
は
、
都
落
ち
し
た
在
原

業
平
が
隅
田
川
を
渡
る
時
読
ん
だ
歌
に
由
来
す

る
。
船
頭
に
都
鳥
と
い
う
鳥
の
名
を
聞
い
て
望

郷
の
念
に
か
ら
れ
、

「
名
に
し
お
は
ば　
い
ざ
言
問
は
ん
都
鳥　

我わ

が
思
う
人
は　
あ
り
や
な
し
や
と
」
と
詠
ん
だ
。

谷中六丁目、一乗寺

根津交差点・善光寺坂を望む

せんべいの嵯峨の家

上野桜木二丁目、谷中霊園へ

喜久月・和菓子の老舗

上野桜木交差点・喫茶店 カヤバ

根津交差点から弥生坂を振り返る

喜久月の「あをうめ」


